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研究成果の概要（和文）：生活習慣病によって傷害された細胞から自己DNAが遊離され、cyclic GMP-AMP 
(cGAMP) が合成され、STING（Stimulator of Interferon Genes）と結合して、I型インターフェロンの産生を導
き、慢性炎症を惹起することを明らかにした。マウスならびにヒトの動脈硬化病変ではSTINGとcGAMPの発現が亢
進していた。STING/ApoE 二重欠損マウスの動脈硬化病変およびプラーク内脂質量は、ApoE 欠損マウスに比べて
有意に少なかった。さらに、骨髄移植実験により、血管壁より骨髄のSTINGが重要であることが明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：　Endogenous DNA fragments released by lifestyle-related diseases provoke 
chronic sterile inflammation through the recognition by DNA sensors. We investigated the role of 
stimulator of interferon genes (STING), a cytosolic DNA sensor, in atherogenesis. ApoE-deficient 
mice showed higher STING expression and markers for DNA damage. The level of cyclic GMP-AMP (cGAMP),
 a STING agonist, in the aorta was higher in ApoE-deficient mice. Genetic deletion of STING in 
ApoE-deficient mice reduced atherosclerotic lesions in the aortic arch, lipid, and macrophage 
accumulation in plaques, and inflammatory molecule expression in the aorta compared with the 
control. Pharmacological blockade of STING using a specific inhibitor, C-176, ameliorated 
atherogenesis in ApoE-deficient mice. In contrast, bone marrow-specific STING expression in 
ApoE-deficient mice stimulated atherogenesis. STING genes signaling may serve as a potential 
therapeutic target for atherosclerosis.

研究分野：循環器内科学

キーワード： 動脈硬化　慢性炎症　自然免疫　脂質異常症　自己核酸　アポトーシス　STING　Toll様受容体
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研究成果の学術的意義や社会的意義
メタボリックシンドロームや動脈硬化が、脂肪組織や血管壁での慢性炎症が原因で惹起されることが報告されて
きたが、その詳細な機序は不明で有効な治療法がなかった。本研究で、高血圧、脂質異常症、糖尿病などの生活
習慣病によってアポトーシスやピロトーシス、ネクローシスといった細胞死が生じ、遊離した自己DNAがTLR9も
しくはSTING を介して、無菌的な慢性炎症を惹起していることを初めて明らかにすることができた。本研究の成
果が、細胞死、遊離自己DNA、TLR9やSTINGを標的とした生活習慣病とその合併症に対するの新しい治療法の開発
につながると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 
１．研究開始当初の背景 
動脈硬化は動脈壁、メタボリックシンドロームは脂肪組織における慢性炎症を基盤にしてい
るという概念が確立している。しかし、生活習慣病によって、動脈壁や脂肪組織に如何に慢性炎
症が惹起されるのか不明な点が多い。一方、動脈硬化巣内の細胞がアポトーシスやピロトーシス、
ネクローシスといった細胞死を起こしており、動脈硬化の進展に関与したことが示唆されてい
る。研究代表者らは、肥満で大型化した脂肪細胞に細胞死が生じており、cell free DNA (cfDNA)
といった遊離核酸断片を放出して、Toll-like receptor9 (TLR9)との相互作用が脂肪組織にお
ける非感染性慢性炎症とインスリン抵抗性出現に関与することを世界で初めて報告して
（Nishimoto, Sata et al. Science Advances. 2016;2:e1501332）注目されている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、動脈壁において、生活習慣病によって誘導される慢性炎症の分子機序の解明、さ
らにはそれに基づく治療法の開発を目指した。特に、生活習慣病によって変性した血管細胞から
遊離される cfDNA と、想定される受容体である TLR9 と細胞質内 DNA センサーSTING (stimulator 
of interferon genes)の関与を明らかにして、動脈硬化の新しい治療法の開発を検討した。 
 
３．研究の方法 
(1) 動脈壁の慢性炎症における自己 DNA と TLR9 の病態生理的意義の検討 
・動脈硬化惹起性刺激による血管細胞死と cfDNA への影響を検討した。野生型ならびに高脂血症
による動脈硬化モデルである ApoE 欠損マウスを安楽死させ、動脈ならびに血液を採取して、血
管細胞死ならびに血中の cfDNA 濃度を測定した。また、動脈硬化を著明に促進することが知られ
ているアンジオテンシンⅡを持続注入して、細胞死と血中 cfDNA 濃度への影響を検討した。 
・動脈硬化モデルである ApoE 欠損マウスと TLR9 欠損マウスを交配することで TLR9/ApoE 2 重
欠損マウスを作成した。西洋型食餌を与え、大動脈の en face sudan Ⅳ染色ならびに大動脈基
部の Oil Red O 染色、sirius red 染色を行い、病変の進行や不安定化を ApoE 欠損マウスと比
較検討した。また、自己 DNA によって慢性炎症を惹起される標的細胞を明らかにするために、
ApoE 欠損マウスと TLR9/ApoE ２重欠損マウス間で骨髄移植を行い、動脈硬化の進展と不安定化
への影響を検討した。 
 
(2) 細胞質内 DNA センサーSTING 欠損マウスの解析 
STING 欠損マウス(Maiami 大学 G.N. Barber 博士から提供）と ApoE 欠損マウスを交配し、動脈
硬化病変の広がりや不安定化への影響を検討した。TLR9/ApoE ２重欠損マウスと同様の一連の
動脈硬化、慢性炎症を解析し、ApoE 欠損マウスと比較検討を行った。 
 
(3) 手術標本や未固定遺体を用いたヒト動脈硬化病変での検討 
実験動物で認められた現象が、ヒト動脈硬化病変でも確認できるかどうかを検証した。頸動脈
内膜切除術(CEA)動脈硬化標本を用いて、TUNEL 染色や電子顕微鏡解析で病変における細胞死、
細胞傷害の検出を試みた。また、炎症関連分子の発現を検討した。STING の直接のリガンドは、
DNA によって活性化された cGAS から生成される cyclic GMP-AMP (cGAMP)であるが、動脈硬化病
変での cGAMP を LC-MS/MS で定量化して、正常血管と比較した。 
 
(4) 慢性炎症の病態に基づいた動脈硬化の新規の制御法の開発 
本研究で注目した慢性炎症関連因子である、受容体もしくはリガンドをブロックすることに
よる新規の生活習慣病治療法を考案した。具体的には、TLR9 に対する inhibitory オリゴヌク
レオチド iODN2088 (5’-tcctggcggggaagt-3’)や STING に対する特異的阻害剤 C-176 の効果を
動脈硬化モデル動物で検討した。 
 
(5) 統計処理 
全ての数値は、平均±標準誤差として表示した。変数が正規分布をしているかどうかは
Shapiro–Wilk normality test で検討し、２群間の比較は、正規分布している場合は unpaired 
Student’s t-test、非正規分布の場合は Mann–Whitney U testで行った。P値<0.05の場合、
有意とした。 

  



４．研究成果 
(1) 動脈壁の慢性炎症における自己 DNA と TLR9 の病態生理的意義 
アポ E欠損マウスに Angiotensin Ⅱ (Ang Ⅱ)を投与することで、血漿中の 1本鎖 DNA などの
cfDNA が増加した。大動脈において、cfDNA の受容体となりうる TLR9 の発現が Ang Ⅱ投与によ
り有意に増加し、主たる発現細胞はマクロファージであった。TLR9/ApoE 2 重欠損マウスを確立
し、AngⅡ投与下で誘導される動脈硬化病変を解析した。両群間で体重、血圧、血漿脂質値に差
を認めなかったが、TLR9/ApoE 二重欠損マウスの動脈硬化およびプラーク内脂質量は、ApoE 欠
損マウスに比べて有意に少なかった(図１)。また、TLR9/ApoE dKOマウスの腹部大動脈において、
MCP-1 などの炎症性物質の発現やマクロファージの浸潤が減少していた。 
さらに、骨髄移植実験により、血管壁より骨髄の TLR9 が重要であることが明らかとなった。
また、TLR9 のアゴニストや Ang Ⅱなどで傷害を与えた血管内皮細胞を用いてマクロファージを
刺激することで、NF-κB シグナルの活性化が認められ、TNF-αや MCP-1 などの炎症関連分子の
発現が有意に増加した。以上より、血管傷害により遊離した cfDNA が、マクロファージの TLR9
を活性化し血管の炎症を惹起し、動脈硬化の進展を促進することが示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2) 動脈壁の慢性炎症における自己 DNA と STING の病態生理的意義 
マウスの高コレステロール血症モデルである西洋型食餌で飼育した ApoE 欠損マウスでは野
生型マウスと比較して、大動脈内のマクロファージにおける STING の発現、γH2AX や p53、一
本鎖 DNA といった DNA 損傷マーカーの集積が認められた。また、STING のアゴニストである
cGAMP の、大動脈での含有量が動脈硬化マウスで亢進していた。 
STING/ApoE 2 重欠
損マウスでは、ApoE
欠損マウスと比較し
て、動脈硬化の進展
と不安定化、炎症が
減弱していた（図２）。
また、STING/ApoE 2
重欠損マウスでは腹
部大動脈において、
MCP-1 などの炎症性
物質の発現やマクロ
ファージの浸潤が減
少していた。 
両群間で体重、血圧、
脂質値に差を認めな
かったことから、高
コレステロール血症
により STING を介し
た慢性炎症が動脈硬
化を促進しているこ
とが明らかになった。 

  

図１ TLR9 の遺伝的欠損によって慢性炎症と動脈硬化は減弱する 

図 2 STING の遺伝的欠損によって慢性炎症と動脈硬化の進展と不安定化は減弱する 



 
さらに、骨髄移
植実験により、二
重欠損マウスの
骨髄を ApoE 欠損
マウスの骨髄で
置換することで
動脈硬化の進展
と不安定化、慢性
炎症が増悪する
ことが明らかと
なった。以上から、
血管壁より骨髄
細 胞 に お け る
STING が高コレス
テロール血症に
よって惹起され
る慢性炎症と動
脈硬化促進に重
要であることが
明らかとなった
（図３）。 
 
 

(3) ヒト動脈硬化病変における STING の高発現 

実験動物で認められ
た現象が、ヒト動脈硬化
病変でも確認できるか
どうかを頸動脈内膜切
除術(CEA)動脈硬化標本
を用いて検証した（図
４）。倫理委員会の承認
されたプロトコールの
もと、徳島大学病院脳神
経外科の手術で採取さ
れる CEA 標本と、組織バ
ンクから購入した正常
ヒト頸動脈を比較した。 
免疫染色により、ヒト
動脈硬化病変で STING
が高発現していること
が確認できた。また、ウ
エスタンブロッティン
グ法で、動脈硬化病変で
は、ヒト正常頸動脈と比
較して STING タンパク
の発現が亢進している
ことが判明した（図４
A,B,C)。。 
LC-MS/MS 解析による
と、動脈硬化病変では、
正常血管と比較して
STINGのリガンドである
cGAMPの含有量が増加し
ていた（図４D）。 
 

  

図 3 骨髄細胞 STING が慢性炎症と動脈硬化の進展と不安定化を促進する 

図４ ヒト動脈硬化病変における STING 発現増加と 
cGAMP の含有量増加 



 
(4) TLR9 を標的とした動脈硬化抑制法の開発 

西洋型食餌を与えた ApoE 欠損マウス
に、TLR9 の阻害作用のある inhibitory オ
リ ゴ ヌ クレ オチ ド iODN2088 (5 ’ -

tcctggcggggaagt-3’)を腹腔内に週３回投
与した。Ang II 刺激により加速した動脈硬
化病変の進展とプラークでの脂質沈着が
iODN2088によって抑制された（図５）。また、
腹部大動脈における炎症性サイトカインや
MMP9 といった炎症物質の発現が抑制さ
れた。脂質や血圧、体重などのパラメータ
ーには変化がなく、TLR9 を介する慢性炎
症を標的とした新規の動脈硬化治療が可能
であることが示唆された。 
 
(5) STING を標的とした動脈硬化抑制法の開発 

西洋型食餌を与えた ApoE 欠
損マウスに、STING の阻害作用の
あ る C-176(1 μ mol, edKoo 
Biosciences, Inc.)を腹腔内に週三
回、12 週間投与したところ、動脈
硬化病変の進展とプラークでの脂
質沈着が抑制された（図６）。また、
腹部大動脈における炎症性サイト
カインやMMP9 といった炎症物質
の発現が抑制された。脂質や血圧、
体重などのパラメーターには変化
がなく、STING を介した慢性炎症
を標的とした新規の動脈硬化治療
が可能であることが示唆された。 
 

5. 考察 
本研究において、生活習慣病によって
細胞死や細胞変性が生じて自己核酸断
片(cfDNA)が遊離され、自然免疫受容体
である、TLR9 や STING を介して、無
菌的な慢性炎症を惹起して、動脈硬化の
進展と不安定化に関与していることを
世界に先駆けて明らかにすることがで
きた（図７）。今後、本研究の成果を、自
己 DNA/TLR9 系 も し く は 自 己
DNA/STING 系を標的とした、動脈硬
化やメタボリックシンドロームなどの
生活習慣病の新たな治療法の開発に応
用していく予定である。 

図５ TLR9 阻害薬による動脈硬化の抑制効果 

図 6 STING 阻害薬による動脈硬化の抑制効果 

図 6 STING 阻害薬による動脈硬化の抑制効果 

図 7 DNA センサーと自己核酸より惹起 
される慢性炎症 
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43

10.3389/fendo.2019.00897

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Levels of Adiponectin Expression in Peri-Renal and Subcutaneous Adipose Tissue and Its
Determinants in Human Biopsied Samples

Frontiers in Endocrinology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Maimaituxun Gulinu、Fukuda Daiju、Izaki Hirofumi、Hirata Yoichiro、Kanayama Hiro-omi、Masuzaki
Hiroaki、Sata Masataka、Shimabukuro Michio

10
 １．著者名

10.1016/j.ejphar.2020.173040

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Empagliflozin ameliorates endothelial dysfunction and suppresses atherogenesis in diabetic
apolipoprotein E-deficient mice

European Journal of Pharmacology 173040～173040

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ganbaatar Byambasuren、Fukuda Daiju、Shinohara Masakazu、Yagi Shusuke、Kusunose Kenya、Yamada
Hirotsugu、Soeki Takeshi、Hirata Ken-ichi、Sata Masataka

875
 １．著者名

10.1016/j.echo.2020.01.009

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Deep Learning for Assessment of Left Ventricular Ejection Fraction from Echocardiographic
Images

Journal of the American Society of Echocardiography 632～635

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kusunose Kenya、Haga Akihiro、Yamaguchi Natsumi、Abe Takashi、Fukuda Daiju、Yamada Hirotsugu、
Harada Masafumi、Sata Masataka

33
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.3390/biom10050665

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinically Feasible and Accurate View Classification of Echocardiographic Images Using Deep
Learning

Biomolecules 665～665

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kusunose Kenya、Haga Akihiro、Inoue Mizuki、Fukuda Daiju、Yamada Hirotsugu、Sata Masataka 10
 １．著者名

10.1371/journal.pmed.1003095

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Febuxostat does not delay progression of carotid atherosclerosis in patients with asymptomatic
hyperuricemia: A randomized, controlled trial

PLOS Medicine -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Tanaka Atsushi、Taguchi Isao、Sata Masataka、Toyoda Shigeru、Ishibashi Ryoichi、Kario Kazuomi、
Ishizu Tomoko、Ueda Shinichiro、Maemura Koji、Higashi Yukihito、Yamada Hirotsugu、Ohishi
Mitsuru、Yokote Kotaro、Murohara Toyoaki、Oyama Jun-ichi、Node Koichi、on behalf of the PRIZE
study investigators

17

10.1253/circj.CJ-19-0914

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Atherosclerotic Coronary Plaque Is Associated With Adventitial Vasa Vasorum and Local
Inflammation in Adjacent Epicardial Adipose Tissue in Fresh Cadavers

Circulation Journal 769～775

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Ito Hiroyuki、Wakatsuki Tetsuzo、Yamaguchi Koji、Fukuda Daiju、Kawabata Yutaka、Matsuura
Tomomi、Kusunose Kenya、Ise Takayuki、Tobiume Takeshi、Yagi Shusuke、Yamada Hirotsugu、Soeki
Takeshi、Tsuruo Yoshihiro、Sata Masataka

84

10.1136/heartjnl-2019-316339

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Relationship between regional left ventricular dysfunction and cancer-therapy-related cardiac
dysfunction

Heart 1752～1758

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Saijo Yoshihito、Kusunose Kenya、Okushi Yuichiro、Yamada Hirotsugu、Toba Hiroaki、Sata Masataka 106
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1536/ihj.20-032

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Association between Sarcopenia/Lower Muscle Mass and Short-Term Regression of Deep Vein
Thrombosis Using Direct Oral Anticoagulants

International Heart Journal 787～794

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Torii Yuta、Kusunose Kenya、Zheng Robert、Yamada Hirotsugu、Amano Rie、Matsumoto Rikizo、Hirata
Yukina、Nishio Susumu、Yamada Nao、Ise Takayuki、Yamaguchi Koji、Tobiume Takeshi、Fukuda
Daiju、Yagi Shusuke、Soeki Takeshi、Wakatsuki Tetsuzo、Okayama Yoshihiro、Sata Masataka

61

10.1038/s41440-020-0472-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Usefulness of the SAGE score to predict elevated values of brachial-ankle pulse wave velocity
in Japanese subjects with hypertension

Hypertension Research 1284～1292

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Tomiyama Hirofumi、Vlachopoulos Charalambos、Xaplanteris Panagiotis、Sata Masataka、Ishibashi
Yutaka、Node Koichi、Tanaka Atsushi、Maemura Koji、Ohya Yusuke、Furukawa Taiji、Ito Hiroshi、
Ohkuma Toshiaki、Ninomiya Toshiharu、Chikamori Taishiro、Yamashina Akira、Ueda Shin-ichiro

43

10.2152/jmi.67.124

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Classification of physical activity in patients with heart failure categorized as New York
Heart Association class I or II

The Journal of Medical Investigation 124～133

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Doi Sayuri、Tamura Ayako、Minagawa Takako、Osaka Akemi、Sata Masataka 67
 １．著者名

10.1002/ehf2.12707

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effects of canagliflozin in patients with type 2 diabetes and chronic heart failure: a
randomized trial (CANDLE)

ESC Heart Failure 1585～1594

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Tanaka Atsushi、Hisauchi Itaru、Taguchi Isao、Sezai Akira、Toyoda Shigeru、Tomiyama Hirofumi、
Sata Masataka、Ueda Shinichiro、Oyama Jun‐ichi、Kitakaze Masafumi、Murohara Toyoaki、Node
Koichi、CANDLE Trial Investigators

7



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1007/s12574-020-00491-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identifying the extent of oral fluid droplets on echocardiographic machine consoles in COVID-19
era

Journal of Echocardiography 268～270

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kusunose Kenya、Matsunaga Kosuke、Yamada Hirotsugu、Sata Masataka 18
 １．著者名

10.1253/circj.CJ-20-0438

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Selexipag for Chronic Thromboembolic Pulmonary Hypertension in Japanese Patients　― A Double-
Blind, Randomized, Placebo-Controlled, Multicenter Phase II Study ―

Circulation Journal 1866～1874

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Tanabe Nobuhiro、Fukuda Keiichi、Matsubara Hiromi、Nakanishi Norifumi、Tahara Nobuhiro、Ikeda
Satoshi、Kishi Takuya、Satoh Toru、Hirata Ken-ichi、Inoue Teruo、Kimura Hiroshi、Okano
Yoshiaki、Okazaki Osamu、Sata Masataka、Tsujino Ichizo、Ueno Shuichi、Yamada Norikazu、Yao
Atsushi、Kuriyama Takayuki

84

10.5551/jat.54916

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Inhibition of S1P Receptor 2 Attenuates Endothelial Dysfunction and Inhibits Atherogenesis in
Apolipoprotein E-Deficient Mice

Journal of Atherosclerosis and Thrombosis -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ganbaatar Byambasuren、Fukuda Daiju、Shinohara Masakazu、Yagi Shusuke、Kusunose Kenya、Yamada
Hirotsugu、Soeki Takeshi、Hirata Ken-ichi、Sata Masataka

28
 １．著者名

10.1186/s41232-020-00118-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Emerging roles of Toll-like receptor 9 in cardiometabolic disorders

Inflammation and Regeneration -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nishimoto Sachiko、Fukuda Daiju、Sata Masataka 40
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1136/bcr-2018-227663

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Recurrent venous thromboembolism after discontinuation of rivaroxaban therapy in a patient with
antiphospholipid syndrome

BMJ Case Reports -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yagi Shusuke、Nishiyama Seiichi、Abe Toshio、Sata Masataka 12
 １．著者名

10.1253/circj.CJ-20-0935

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Roles of Epicardial Adipose Tissue in the Pathogenesis of Coronary Atherosclerosis　― An
Update on Recent Findings ―

Circulation Journal 2～8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tanaka Kimie、Fukuda Daiju、Sata Masataka 85
 １．著者名

10.1253/circj.CJ-20-0865

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Diagnosis, Prevention, and Treatment of Cardiovascular Diseases in People With Type 2 Diabetes
and Prediabetes　― A Consensus Statement Jointly From the Japanese Circulation Society and the
Japan Diabetes Society ―

Circulation Journal 82～125

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Araki Eiichi、Tanaka Atsushi、Inagaki Nobuya、Ito Hiroshi、Ueki Kohjiro、Murohara Toyoaki、Imai
Kenjiro、Sata Masataka、Sugiyama Takehiro、Ishii Hideki、Yamane Shunsuke、Kadowaki Takashi、
Komuro Issei、Node Koichi、on behalf of the Directors of the JCS and JDS

85

10.1038/s41598-020-76359-w

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Deep learning to predict elevated pulmonary artery pressure in patients with suspected
pulmonary hypertension using standard chest X ray

Scientific Reports -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kusunose Kenya、Hirata Yukina、Tsuji Takumasa、Kotoku Jun’ichi、Sata Masataka 10
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1007/s12574-019-00421-4

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Noninvasive assessment of left-ventricular diastolic electromechanical coupling in hypertensive
heart disease

Journal of Echocardiography 206～212

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Saito Yuko、Yamada Hirotsugu、Kusunose Kenya、Saito Ken、Sata Masataka 17
 １．著者名

10.1007/s12574-019-00423-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Sequential speckle tracking imaging to detect early stage of cancer therapeutics-related
cardiac dysfunction in a patient with breast cancer

Journal of Echocardiography 134～135

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Saijo Yoshihito、Kusunose Kenya、Yamada Nao、Yamada Hirotsugu、Nishio Susumu、Hirata Yukina、
Sata Masataka

18
 １．著者名

10.5551/jat.44735

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Association of Decreased Docosahexaenoic Acid Level After Statin Therapy and Low
Eicosapentaenoic Acid Level with In-Stent Restenosis in Patients with Acute Coronary Syndrome

Journal of Atherosclerosis and Thrombosis 272～281

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Yagi Shusuke、Kondo Daisuke、Seno Hiromitsu、Sutou Kumiko、Ueno Rie、Todoroki Takafumi、
Kusunose Kenya、Matsuura Tomomi、Tobiume Takeshi、Yamada Hirotsugu、Soeki Takeshi、Shimabukuro
Michio、Aihara Ken-ichi、Akaike Masashi、Sata Masataka

26

10.1161/JAHA.118.010860

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Toll‐Like Receptor 9 Plays a Pivotal Role in Angiotensin II?Induced Atherosclerosis

Journal of the American Heart Association -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Fukuda Daiju、Nishimoto Sachiko、Aini Kunduziayi、Tanaka Atsushi、Nishiguchi Tsuyoshi、Kim‐
Kaneyama Joo‐ri、Lei Xiao‐Feng、Masuda Kiyoshi、Naruto Takuya、Tanaka Kimie、Higashikuni
Yasutomi、Soeki Takeshi、Imoto Issei、Akasaka Takashi、Shimabukuro Michio、Sata Masataka

8
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.2152/jmi.66.209

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mass on the head : Spontaneous arteriovenous fistula of the superficial temporal artery

The Journal of Medical Investigation 209～210

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yagi Shusuke、Saijo Yoshihito、Matsuda Taku、Kanematsu Yasuhisa、Sata Masataka 66
 １．著者名

10.2152/jmi.66.211

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Rupture of pes anserine bursa in a patient with pes anserine pain syndrome due to
osteoarthritis

The Journal of Medical Investigation 211～212

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yagi Shusuke、Sata Masataka 66
 １．著者名

10.2152/jmi.66.75

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Measurement of hemodynamics immediately after vaginal delivery in healthy pregnant women by
electrical cardiometry

The Journal of Medical Investigation 75～80

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yoshida Atsuko、Kaji Takashi、Yamada Hirotsugu、Yonetani Naoto、Sogawa Eishi、Yamao Masami、
Maeda Kazuhisa、Sata Masataka、Irahara Minoru

66
 １．著者名

10.1016/j.jcmg.2019.02.024

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Deep Learning Approach for Assessment of Regional Wall Motion Abnormality From
Echocardiographic Images

JACC: Cardiovascular Imaging 374～381

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kusunose Kenya、Abe Takashi、Haga Akihiro、Fukuda Daiju、Yamada Hirotsugu、Harada Masafumi、
Sata Masataka
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 １．著者名



2019年

2019年
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2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.2169/internalmedicine.2455-18

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Long-surviving Anomalous Origin of the Right Pulmonary Artery from the Ascending Aorta
Complicated with Pulmonary Arteriovenous Fistula

Internal Medicine 2749～2750

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ueno Rie、Yagi Shusuke、Bando Masaaki、Sata Masataka 58
 １．著者名

10.1016/j.jjcc.2018.10.004

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Efficacy and safety of alirocumab 150 mg every 4 weeks in hypercholesterolemic patients on non-
statin lipid-lowering therapy or lowest strength dose of statin: ODYSSEY NIPPON

Journal of Cardiology 218～227

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Teramoto Tamio、Kiyosue Arihiro、Ishigaki Yasushi、Harada-Shiba Mariko、Kawabata Yumiko、Ozaki
Asuka、Baccara-Dinet Marie T.、Sata Masataka

73
 １．著者名

10.2152/jmi.66.182

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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